
設備更新が支える、
漬物づくりのこれから

こちらの
設備を
導入！

↑高速バブルで野菜をやさしく、確実に洗い上げる新洗浄機。
旧式機より短時間で高い洗浄効果を発揮し、水の使用量も
減ったことでコスト削減につながりました。

ー設備更新でつなぐ、日本の食の風景ー

企業概要

株式会社したら（創業昭和５１年）
業種 各種調味漬物製造業
群馬県前橋市東片貝町４１１－３
TEL ０２７－２６１－０６５５

補助金活用事例vol.0５

補助金活用後の効果

課題と補助金活用のきっかけ

漬物製造を営む株式会社したらでは、工場レイアウ
トの見直しに伴い作業スペースの確保が大きな課
題となっていました。旧式の洗浄機は設備が大きく、
入れ替えが難しいうえ、手洗いも検討せざるを得な
い状況に。当社は日頃から定期的に設備投資を進
め、使える補助金にはアンテナを高く張ってきました。
申請が難しい印象のある補助金のなかで、本市の
制度は事業者自身で申請しやすく、判断の後押しに。

新しい洗浄機はコンパクト
で処理能力も高く、1日
3,000～4,000パックに及
ぶ野沢菜の洗浄が効率化。
水の使用量も減り、生産性とコスト面の両立が実
現しました。今後は、県外から仕入れていた原材
料をできる限り地域から調達し、本当の意味での
地産地消を目指していきます。地元農家とのつな
がりを深めながら、コスト削減と地域農業の支援
を両立し、「漬物という日本の文化を一日でも長
く残したい」という想いを、次の形へとつないでい
きます。

生産の質を落とさず現場を守るため、設備
投資支援補助金の活用を決断しました。

活用した補助金

＼よくわかる／

令和７年度

設備投資支援補助金
生産性向上設備導入枠
補助上限額 個人事業主50万円、
法人（小規模企業者１００万円、その他
150万円）

↑お話を伺ったのは… 代表取締役 設楽英世さん


